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 ～鎌倉うずまき図書館  青山 美智子～  

 主婦向け雑誌の編集部で働く早坂瞬は、取材で訪れた鎌倉で、ふし

ぎな案内所「鎌倉うずまき案内所」に迷いこんでしまう。そこには双子のお

じいさんとなぜかアンモナイトがいて・・・・・。 

 平成の始まりから終わりまでの３０年を舞台に、６人の悩める人々を通

して語られる、心がほぐれるやさしい物語。 

 

 

※この他にも新刊図書多数ございます。       問い合わせ先：南富良野町教育委員会  TEL ５２－２１４５ 

 ～ 月夜の森の梟  小池 真理子～  

 「年をとったおまえを見たかった。見られないとわかると残念だな」 

作家夫婦は病と死に向き合い、どのように過ごしたのか。残された著

者は過去の記憶の不意うちに苦しみ、その後を生き抜く。 

 心の底から生きることを励ます喪失エッセイの傑作、５２編  


